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無
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人
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人
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千円

千円
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11,082

費用合計

0.05
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従事者数

人件費

従事者数

0.05

費
用

0

直接経費

00
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一部又は全部委託

実施・運営
方法

　良好な施設環境を確保するため、小中学校（25校）及び幼稚園（1園）に、作業員を8ヶ
月間（34週）、4人（2人×2班）巡回し、棚・合唱台・ざら板等の作成、施設の小修理、遊
具・体育用具等の補修や側溝等の清掃を行った。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　学校及び幼稚園の施設環境を良好に保つようにする。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 2

教育文化

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

学校教育

10

名称：

3 1

会計区分 一般

平成１７年度 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

小中学校等環境整備事業

323

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局
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の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

6,253

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

6,253

11,350

100.0

11,350

その他財源

11,082

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.05

11,350

0

0

担当係

事業類型

教育を支える学習環境を整備する

一般会計

地域住民組織

268268 268

Ｈ22決算額

5,985

0

11,350

0.00

対前年比

庶務課

施設係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

作業員が実施した環境整備を学校教職員で行うこととなり、限られた人数や時間では、
対応することができないため、健全な学校環境を保てない。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

２３年度より作業員を８ヶ月（３４週）で４人（２人×２班）から２人（２人×１班）に変更し、
経費を削減する。

環境整備は、市が実施しなければならない。しかし、作業員の巡回方法を改善し、環境
整備を充実させる必要がある。

学校に巡回する作業員の１日当
たりの人数

事業目的の
達成状況

小中学校（２５校）、第一幼稚園に延べ６８回、作業員を派遣し、樹木剪定、除草、花壇整
備、ざら板・棚・物置作成、体育用具塗装、校内ワックスかけ、側溝・窓ガラス・蛍光灯の
清掃等を行い、健全な環境整備とすることができた。
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68
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44

判　　　定

H21

人
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